












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金額(万円） 金霞(万円） 金額(万円） 金額(万円）
総数 477．3 375．5 190.2 157．3
単独世帯 192.4 165．4 1924 165．4
男の単独世帯 250．9 2149 250．9 214．9
女の単独世帯 f73.1 f50 173．1 150
核家族世帯 457．4 377．9 197．8 165．3
夫婦のみの世帯 397．7 336.9 198．8 168．5
夫婦と未婚の子のみの世帯 650．3 529．6 205 168．5
ひとり親と未婚の子のみの世帯 376．9 307．3 175．2 144．5
三世代世帯 870．8 692．9 175．4 140.7
その他の世帯 595．4 459．1 196．1 155
54
有業人員
1人当たり
平均稼働
所得
金額(万円）
226，3
f81.1
251．2
↑40．4
199．2
t74.1
209.3
229』5
252．5
244.7
平均世帯 平均有業
人員 人員
(人） (人）
251 1．06
1 0．17
1 0．26
1 0．15
2．31 0．89
2 055
3．17 1．65
2．15 0．99
4．96 2．58
3．04 1．49
論文「退院後行き場を見つけづらい虚弱高齢者への支援に関する考察」／高村弘晃
ただし、この虚弱高齢者本人の姿勢には、経済
的な負担を恐れるという意思が働いているのでは
ないだろうか。
平成24年国民生活基礎調査における65歳以上の
者がいる世帯の平均所得金額を見ると、一人当た
りの平均所得には大きな差は見られないが、単独
世帯と核家族世帯及び三世代世帯では、単独世帯
192.4万円、核家族世帯457.4万円、三世代世帯870.8
万円と、その規模により世帯所得にかなりの差が
あり、特に単独世帯と三世代世帯との世帯格差は
大きく約4倍の開きがある。（図表2）
退院後行き場を見つけづらい虚弱高齢者は、夫
婦のみ世帯またはひとり暮らし世帯が多いことを
考えると、経済的負担に対する意識は敏感である
と思われる。
このようなことから、退院後の行き場を見つけ
づらい状態をより良い方向にもっていくためには、
サービスの量及び種類の拡充と経済的負担を軽減
する制度の柔軟な運用等の環境条件の変化を進め
るとともに、家族支援の在り方を見直し、老親が
虚弱になっても家族が保健福祉的支援機能を一定
程度維持していくことができるような家族の構築
を目指すなどの構造条件の変化を促すことが必要
である。
一方で、事例を通して、危機的な状況に直面し
た当事者である虚弱高齢者やその家族がその状況
を打開すべく努力を行い、または行おうと努力し
ていることが再認識された。このような危機状況
をプロセスで捉え、適切に支援することが当事者
のエンパワメントの促進につながるものと考える。
7本論の限界
退院後行き場を見つけづらい状態にある虚弱高
齢者は増加している。そして、その人たちが直面
する事態は多様で危機的である。
しかし、本論作成において、危機的状況の認識
が当事者本人に委ねられていることから、危機的
状況を認識しない者に対してどのように対処して
いくのかということは、支援の場において大きな
課題であるということを再認識した。
55
今後は継続的に事例を集め分析することを通し
て課題を明かにし、解決策を探すことによって、
少しでも退院後行き場を見つけづらい状態に苦し
んでいる人々の支援につなげていきたいと考えて
いる。
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